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早
春
の
候

宮
崎
県
防
衛
協
会
青
年
部
会
宮
崎
支
部
会
員
諸
兄
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
清
福
の
段

大
慶
至
極
に
存
じ
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
日
頃
よ
り
当
支
部
運
営
に
際
し
て
特
段
の
ご
高
配
を
賜
り
、
深
甚
な
る
敬
意

を
表
す
と
共
に
、
倍
旧
の
ご
支
援
を
伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

一
月
の
防
衛
協
会
関
連
行
事
は
十
一
日
の
「
え
び
の
駐
屯
地
新
春
交
換
会
」
で
開
幕
し
、

十
八
日
に
宮
崎
神
宮
社
務
所
に
於
い
て
日
本
会
議
宮
崎
理
事
会
、
二
十
二
日
は
熊
本
国
際

交
流
会
館
で
、
同
じ
く
日
本
会
議
後
期
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
と
続
き
ま
し
た
。

さ
て
産
経
新
聞
は
三
十
日
、
昨
年
十
二
月
日
中
韓
を
歴
訪
し
た
バ
イ
デ
ン
副
大
統
領
が
、

「
韓
国
の
朴
大
統
領
に
対
し
て
事
前
に
『
安
倍
氏
は
靖
国
神
社
に
参
拝
し
な
い
と
思
う
』

と
言
っ
て
お
い
た
が
あ
な
た
が
不
参
拝
を
表
明
す
れ
ば
、
朴
氏
は
会
談
に
応
じ
る
の
で
は

な
い
か
」
と
、
日
本
の
頭
越
し
に
伝
え
て
い
た
と
報
じ
ま
し
た
。

総
理
の
靖
国
神
社
を
巡
っ
て
は
、
「
米
国
の
失
望
」
が
大
き
く
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

産
経
新
聞
の
報
道
を
見
る
と
、
バ
イ
デ
ン
副
大
統
領
の
動
き
が
大
変
不
可
解
で
あ
る
事
が

分
か
り
、
産
経
は
そ
こ
ま
で
は
書
い
て
い
ま
せ
ん
が
、
日
本
政
府
の
当
事
者
が
米
国
に
対

し
て
不
信
感
を
持
っ
た
と
し
て
も
お
か
し
く
な
い
緊
張
が
見
て
取
れ
ま
す
。

何
故
頭
越
し
に
朴
氏
に
そ
ん
な
事
を
言
っ
た
の
か
？
首
相
は
直
ち
に
「
私
は
第
一
次
政

権
の
時
に
靖
国
に
参
拝
し
な
か
っ
た
事
を
『
痛
恨
の
極
み
』
だ
と
言
っ
て
、
衆
院
選
に
勝

っ
た
。
参
拝
は
国
民
と
の
約
束
だ
と
思
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
か
の
段
階
で
行
く
つ
も
り
だ
」

と
自
身
の
真
意
を
告
げ
、
参
拝
の
意
思
を
明
確
に
伝
え
た
も
の
で
し
た
が
、
バ
イ
デ
ン
氏

は
あ
っ
さ
り
と
「
行
く
か
行
か
な
い
か
は
当
然
、
首
相
の
判
断
だ
」
と
答
え
た
そ
う
で
す
。

首
相
は
さ
ら
に
、
日
韓
首
脳
会
談
を
阻
む
最
大
の
壁
は
靖
国
問
題
で
は
な
く
、
む
し
ろ

慰
安
婦
問
題
だ
と
説
明
し
ま
し
た
が
、
バ
イ
デ
ン
氏
が
ど
こ
ま
で
理
解
し
た
か
は
不
明
で
、

只
靖
国
参
拝
に
関
し
て
「
首
相
の
判
断
だ
」
と
認
め
て
い
た
事
か
ら
、
日
本
側
は
米
国
が

二
十
六
日
の
首
相
の
参
拝
に
「
失
望
」
ま
で
表
明
す
る
と
は
想
定
外
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

小
泉
首
相
が
靖
国
参
拝
し
た
当
時
の
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
「
そ
れ
は
日
本
の
国
内
問
題
」

と
一
蹴
し
中
韓
に
日
米
同
盟
の
強
い
絆
を
誇
示
し
ま
し
た
が
、
オ
バ
マ
現
政
権
は
ア
ジ
ア

に
軸
足
を
移
す
と
云
い
乍
ら
、
一
般
教
書
演
説
で
も
殆
ど
触
れ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
こ
に
も
国
防
を
外
国
に
頼
る
危
う
さ
が
潜
み
「
祖
国
は
自
ら
の
血
と
汗
で
贖
う
」
と

の
矜
恃
を
持
た
ぬ
国
民
が
、
亡
国
の
民
と
な
っ
た
事
実
は
過
去
の
歴
史
が
示
す
通
り
で
す
。

さ
て
先
月
十
六
日
、
小
野
田
寛
郎
元
陸
軍
少
尉
(九
一
歳
)が
肺
炎
の
為
、
都
内
の
病
院

で
死
去
さ
れ
ま
し
た
。
終
戦
を
知
ら
ず
ル
バ
ン
グ
島
で
三
十
年
間
に
亘
り
後
方
攪
乱
任
務

を
継
続
し
、
昭
和
四
十
七
年
十
月
十
九
日
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ル
バ
ン
グ
島
の
密
林
で
、
戦
闘

中
の
小
野
田
寛
郎
(ひ
ろ
お
)さ
ん
が
発
見
さ
れ
た
と
の
報
道
は
鮮
明
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。

一
時
地
元
警
察
と
交
戦
状
態
に
な
り
再
び
姿
を
消
し
て
四
十
九
年
三
月
に
投
降
し
た
時

に
は
、
既
に
戦
後
二
十
九
年
が
経
過
し
て
お
り
、
当
時
五
十
一
歳
で
し
た
。
大
正
十
一
年
、

和
歌
山
県
亀
川
村
（
現
海
南
市
）
で
生
ま
れ
、
昭
和
十
九
年
に
諜
報
員
な
ど
を
養
成
す
る

陸
軍
中
野
学
校
を
卒
業
後
、
情
報
将
校
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
派
遣
さ
れ
、
同
二
十
年
の

終
戦
後
も
任
務
解
除
の
命
令
が
届
か
ず
、
ル
バ
ン
グ
島
の
密
林
に
こ
も
っ
て
戦
闘
を
続
け
、

四
十
九
年
三
月
に
任
務
解
除
命
令
を
受
け
て
漸
く
帰
国
を
果
た
す
事
が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
後
五
十
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
へ
移
住
し
牧
場
を
開
き
、
平
成
元
年
に
は
小
野
田
自
然
塾

を
開
設
し
、
ル
バ
ン
グ
島
で
の
経
験
を
基
に
キ
ャ
ン
プ
生
活
を
通
し
た
野
外
活
動
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
育
成
な
ど
に
尽
力
致
し
ま
し
た
が
、
近
年
は
都
内
で
生
活
し
、
国
内
各
地
で

の
講
演
活
動
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

小
野
田
元
少
尉
の
御
霊
に
、
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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